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理 科

プリントを使っての授業を基本とし、実験を通して実践力や考察緑を磨く。

調べ学習で発見したことをまとめ、プレゼンテーションを行う。

育成を目指す資質・能力

理科

学
習
目
標

未定

評価方法単元（題材）

担
当
者
か
ら

生物史を学びながら生物の研究がどのように行われてきたかを学びます。
調べ学習や発表を通して実践的な力を身につけるよう、積極的に学んでください。
授業ではノートは使いませんが、プリント授業をしますので、ファイルを用意してください。また資料として生物図表を使います。

自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、自然の事物・現象を科学的に探究するために
必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

使用教科書

教科 科目

生物ベーシック

学
習
方
法

2 選択科目

月

学
習
評
価

種別 年次

担当者

単位数

３年

育成を目指す資質・能力の評価内容

２．ＳＤＧｓと生物学

１．生態系

1．生物の変遷

２．様々な遺伝

プレゼンテーション

小論文

授業プリント

３．人類の変遷

２．生物の陸上進出

前期中間考査

１．複対立遺伝子

２．伴性遺伝

小テスト

前期期末考査

多様性に関わる問題点について自分の意見を述べられる。

ＳＤＧｓの１７の目標と生物学から考えられる。

環境問題について自分の意見を的確に述べられる。

授業プリント

２．発生

小テスト

３．動物の配偶子形成と受精

生殖の仕組みについての理解度。

減数分裂についての理解度。

動物の配偶子形成と受精についての理解度。

ウニの発生、カエルの発生についての理解度。

１．生殖 １．生殖の仕組み

生物の体内環境の維持についての理解度。

生物の多様性と生態系についての理解度。

授業プリント

後期期末考査

後期中間考査

２．減数分裂

3．生物の多様性と生態系

2．生物の体内環境の維持

１．生物と遺伝子

生態系と環境

１．ウニの発生、カエルの発生

生物の体内環境の維持の問題演習

生物の多様性と生態系の問題演習

２．ニワトリの発生、ヒトの発生

生物との関係性の理解度。

１．ＳＤＧｓとは

２．環境問題について

２．相互関係

３．生物の多様性

発生

生物基礎復習

重点評価事項(資質・能力)

基盤的学力 文章を読み解き、対話により意見や考えを他者と交わすことができる。
問題発見・解決能力
情報活用能力
主体的判断能力

協働力
自律力
実践力

自己認識力

問いを立て、解決に向かうことができる。
情報を活用し、問題発見・解決や自分の考えの形成に役立てることができる。
物事を多面的に吟味し、主体的に判断・行動することができる。
他者を尊重し、協働することができる。
規範意識をもって自律的に行動することができる。
自ら考えて行動し実践することができる。
自分の思考を客観的に捉えることができる。

単元（題材）の評価基準大単元

以上の観点をふまえ、

定期考査、授業のプリント、提出プリント、小テスト、レポート提出状況などを総合的に評価します。

優性の法則、分離の法則、独立の法則を説明できる。

二遺伝子雑種についての理解度。

複対立遺伝子についての理解度。

伴性遺伝についての理解度。

４６億年の地球誕生から現在までの流れの理解度。

海から陸へと生物が進化していく過程の理解度。

人類の進化の過程の理解度。

関係する用語の理解度。

遺伝

地質学

学習内容

1．生命の起源

１．個体群

小テスト

１．遺伝の法則 授業プリント

２．メンデルの法則

１．遺伝形質について

実験プリント

ニワトリの発生、ヒトの発生についての理解度。

生物と遺伝子についての理解度。生物と遺伝子の問題演習


